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八
木
町
南
地
区
の
自
治
会
と
、

市
消
防
団
八
木
支
団
南
分
団
に
よ

る
水
防
訓
練
が
六
月
十
日
、
大
堰
橋

上
流
の
河
川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
木
町
南
地
区
は
昭
和
二
十
年

代
か
ら
三
十
年
代
に
河
川
の
水
位

が
大
堰
橋
を
超
え
る
水
害
が
多
く

発
生
し
た
の
を
教
訓
に
、
水
防
訓

練
を
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
園
部
消
防
署

員
か
ら
土
の
う
の
作
り
方
や
積
み

方
を
教
わ
っ
た
後
、
実
際
に
四
百

個
の
土
の
う
を
作
り
ま
し
た
。
ま

た
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
の
体
験

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
の
講
習
会

も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
百
五
十
一

人
は
有
事
に
備
え
て
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲市の水道事業について審議が始まります

▲工事の安全を祈願されました

▲あいさつをされる八田理事長

▲消防署員の指導で土のうを積む参加者

水害に備えて訓練を実施
ー八木町南地区水防訓練ー

新
工
場
建
設
の
安
全
と

地
域
の
発
展
を
願
う

ー
春
日
製
作
所
新
工
場
起
工
式
ー

船
井
青
年
会
議
所
が

創
立
三
十
周
年
を
祝
う

ー

船
井
青
年
会
議
所

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
ー

六
月
二
十
九
日
、
京
都
新
光
悦

村
で
、
春
日
製
作
所
株
式
会
社
京

都
新
光
悦
村
工
場
新
築
工
事
の
起

工
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し
て

佐
々
木
稔
納
市
長
や
京
都
府
職
員
、

市
職
員
ら
関
係
者
お
よ
そ
三
十
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

春
日
製
作
所
株
式
会
社
（
岡
本

昌
子
代
表
取
締
役
社
長
）
は
精
密

機
械
加
工
、
特
に
特
殊
金
属
や
レ

ア
メ
タ
ル
加
工
に
お
け
る
技
術
力

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
工
場
は
今
年
十
一
月
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。

市
の
水
道
運
営
の
　

統
一
に
向
け
審
議

ー
第
一
回
南
丹
市
水
道
審
議
会
ー

六
月
二
十
八
日
、
第
一
回
南
丹

市
水
道
審
議
会
が
市
役
所
で
開
催

さ
れ
、
市
議
会
、
婦
人
会
、
各
自

治
会
の
代
表
ら
八
人
の
委
員
が
出

席
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
会
長
に
中
川
幸

朗
さ
ん
、
副
会
長
に
大
道
芳
夫
さ

ん
が
選
任
さ
れ
、
中
川
会
長
が

「
市
民
に
身
近
な
課
題
で
あ
り
、
し

っ
か
り
と
審
議
を
進
め
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
市
水
道
事

業
所
か
ら
南
丹
市
の
水
道
事
業
の

現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
審
議
会
で
は
、
市
と
し

て
適
正
で
統
一
し
た
運
用
制
度
、

料
金
体
系
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
す
。

六
月
九
日
、
創
立
三
十
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
社
団
法
人

船
井
青
年

会
議
所
（
以
下
Ｊ
Ｃ
）
の
記
念
式

典
を
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
は
、
二
十
歳
か
ら
四
十
歳

ま
で
の
事
業
主
が
加
入
す
る
青
年

団
体
で
、
現
在
三
十
五
人
の
会
員

が
、
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

式
典
で
は
、
Ｊ
Ｃ
の
三
十
年
の

歩
み
を
振
り
返
っ
た
映
像
が
上
映

さ
れ
た
後
、
八
田
宣
典
理
事
長
が

「
新
た
な
時
代
を
見
据
え
た
活
動
を

今
後
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

（社）


